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天笠崇(著)『救える死：自死のない社会へ』
●新日本出版社(TEL 03-3423-8402)，2011 年，1,500 円＋税

本書は，タイトルとサブタイトルの示すように，救えるはずの命を救える社会システムを構築す

るためにはどうしたらいいのか，著者の考えを示そうとしたものです．

わが国はいわゆる「自殺者 3 万人時代」となって，すでに 14 年目を数えます．多くの関係者の

運動に支えられ，「自殺対策基本法」も制定・施行されました．それから数えても，もう丸 5 年が

たとうとしています．さまざまな取り組みも展開されています．なのに，なぜ自死者は減らないのか．

本書の内容は，特に政策立案者，これまでも自死予防対策に取り組んできた多くの関係者はもち

ろん，もっと幅広い読者を励ますものになっていると自負しています．自死予防について，これか

ら学ぼうとする読者の海図にもなると思います．

計画停電と，その後の引き続く節電の呼び掛けは全国に広がり，私たちのライフスタイルは，変

わりつつあります．本書第 4章で述べた，目指すべき社会システムも，実現できる．そう著者に確

信を与えてくれています．東北の復興計画の中心に，目指すべき社会システムが，ぜひ組み込まれ

てほしい．そう強く願っています． (本書「まえがき」より)
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